
平
成
２１
年
度
の
幼
稚

園
児
、
保
育
児
童
を
募

集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
に
直
接
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
私
立
幼
稚
園

扇
田
幼
稚
園（
�
５５
│
０
０
８
２
）

３
歳
児
２０
人
、４
歳
児
２０
人
、５
歳
児
２０
人

大
館
幼
稚
園（
�
４２
│
０
５
３
４
）

３
歳
児
２０
人
、４
歳
児
２０
人
、５
歳
児
１０
人

大
館
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園（
�
４２
│
１
２
６
２
）

３
歳
児
４０
人
、４
歳
児
２０
人
、５
歳
児
１０
人

大
館
神
明
幼
稚
園（
�
４２
│
１
４
５
５
）

３
歳
児
２０
人
、４
歳
児
２０
人
、５
歳
児
１０
人

大
館
八
幡
幼
稚
園（
�
４９
│
１
２
０
６
）

３
歳
児
４０
人
、４
歳
児
２０
人
、５
歳
児
１０
人

大
館
南
が
丘
幼
稚
園（
�
４２
│
５
４
４
８
）

満
３
歳
児
５
人
、
３
歳
児
３５
人
、

４
歳
児
２０
人
、５
歳
児
１０
人

向
陽
幼
稚
園（
�
４８
│
２
３
４
５
）

満
３
歳
児
１０
人
、３
歳
児
４０
人
、

４
歳
児
２０
人
、５
歳
児
若
干
名

認
定
こ
ど
も
園
大
館
ホ
テ
ヤ
幼
稚
園

（
�
４３
│
４
２
２
４
）

３
歳
児
４０
人
、４
歳
児
２０
人
、５
歳
児
１０
人

受
付
期
間

１１
月
１
日（
土
）〜
１２
月
３１
日（
水
）

●
へ
き
地
保
育
所
、
児
童
館
な
ど

下
川
沿
保
育
所（
�
４９
│
６
２
６
９
）

長

木
保
育
所（
�
４８
│
４
８
０
８
）

二
井
田
保
育
所（
�
４９
│
５
４
７
１
）

沼

館
保
育
所（
�
４３
│
０
４
５
８
）

花

岡
保
育
所（
�
４６
│
１
１
５
４
）

真

中
保
育
所（
�
４９
│
６
９
５
３
）

矢

立
保
育
所（
�
４６
│
１
８
６
０
）

雪

沢
保
育
所（
�
５０
│
２
２
０
７
）

天
下
町
児
童
館（
�
４８
│
３
３
０
８
）

山

館
児
童
館（
�
４９
│
６
１
３
４
）

松

峰
児
童
館（
�
４８
│
４
９
９
２
）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ（
�
４７
│
７
２
２
０
）

※
�
原
保
育
所
、
大
滝
児
童
館
は
平
成
２１
年
３

月
に
廃
止
さ
れ
、
同
年
４
月
か
ら
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ（
秋
田
県
北
部
老
人
福

祉
総
合
エ
リ
ア
内
）で
新
規
に
保
育
し
ま
す
。

募
集
年
齢

３
歳
児
以
上

※
２
歳
児
の
保
育
が
可
能
な
施
設
も
あ
り
ま
す
。

各
施
設
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
育
料（
月
額
）

児
童
館
は
７
千
円
。

へ
き
地
保
育
所
と
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
ま

び
こ
は
、
９
千
円（
２
歳
児
９
５
０
０
円
）。

た
だ
し
、平
成
２２
年
度
か
ら
１
万
円（
２
歳
児

１
万
５
０
０
円
）に
な
り
ま
す
。

受
付
期
間

１１
月
１
日（
土
）〜
１５
日（
土
）

※
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
各
施
設
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ
は
、
�
原
保

育
所
と
大
滝
児
童
館
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
認
可
保
育
園
は
１２
月
に
募
集
予
定
で
す
。

白
鳥
や
カ
モ
な
ど
の
渡
り
鳥（
そ
の
フ
ン
を

含
む
）に
触
れ
る
と
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
渡
り
鳥
に
は
近
寄

ら
ず
、
エ
サ
は
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

感
染
を
防
ぐ
た
め
に

今
年
４
月
、
十
和
田
湖
畔
で
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
か
ら
強
毒
性
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
渡
り
鳥
な
ど
を
介
し
て

国
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
間
が
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
可

能
性
は
き
わ
め
て
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

海
外
で
は
ご
く
ま
れ
に
感
染
し
た
例
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
感
染
を
未
然

に
防
ぎ
、
比
内
地
鶏
と
採
卵
鶏
へ
の
感
染
被
害

を
予
防
す
る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
エ
サ
や

り
を
禁
止
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
白
鳥
飛
来
地

で
も
エ
サ
や
り
は
禁
止

さ
い

長
木
川
や
米
代
川
、
犀
川
な
ど
の
白
鳥
飛
来

地
で
あ
っ
て
も
、
エ
サ
や
り
は
禁
止
で
す
。

渡
り
鳥
に
近
付
か
な
い

渡
り
鳥
の
フ
ン
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
が
含
ま
れ
て
い
る
と
、
靴
底
な
ど
に
付
着

し
て
ば
ら
ま
か
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

渡
り
鳥
に
は
エ
サ
を
与
え
な
い

本
来
、
渡
り
鳥
は
自
然
界
の
エ
サ
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
人
間
が
与
え
た
エ
サ
に
慣
れ
て

し
ま
う
と
、
野
生
で
は
暮
ら
せ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ご
み
や
エ
サ
に
な
る
も
の
を
放
置
し
な
い

沼
や
湖
沼
に
い
る
渡
り
鳥
で
も
、
エ
サ
が
あ

れ
ば
陸
地
に
住
み
着
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
放
置
し
た
ご
み
に
カ
ラ
ス

な
ど
が
近
付
い
て
、
感
染
を
広
げ
る
心
配
も

あ
り
ま
す
。

渡
り
鳥
が
来
る
前
に
農
作
物
を
収
穫
す
る

寒
く
な
っ
て
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
前
に
、
農

作
物
の
収
穫
を
終
え
、
農
地
に
残
り
物
を
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

渡
り
鳥
の
飛
来
時
期
に
ペ
ッ
ト（
鳥

類
）が
不
自
然
な
死
に
方
を
し
た
と

き
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

連
絡
先
は
こ
ち
ら

農
林
課

�
４３
│
７
０
７
３

北
部
家
畜
保
健
衛
生
所

�
０
１
８
６
―
６２
―
２
７
１
５

北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
企
画
課

�
０
１
８
６
―
６２
│
３
９
５
０

問

農
林
課
農
業
経
営
係

�
４３
│
７
０
７
４

募集

エサやり禁止

幼
稚
園
児
・
保
育
児
童
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